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研究成果の概要（和文）：ベトナムのマンバック遺跡の人骨と文化遺物の形態人類学、分子人類
学、考古学を連携させた総合研究により、東南アジア人が２つの系譜の異なる人類集団の混血
によって形成されたとする「二層構造」モデルを再構築した。この遺跡の時期である新石器時
代後半（約 3700 年前）は、現代のオーストラリアの人々と共通祖先をもつユーラシア南回り
で移住したサピエンスに由来する先住狩猟民と、北回り起源のサピエンスが中国南部を経て南
下拡散してきた稲作農耕民とが入れ替わる転換期にあたることが明確に証明された。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
The archaeological context of Man Bac in Vietnam places it firmly within a cultural complex identified as 
the late Neolithic, dated to around 1,700 BCE. Several bio-anthropological lines of evidence including the 
skeletal morpho-data and mtDNA analyses from Man Bac suggests the initial appearance of immigrants, 
who were biologically related to pre- or early historic population stocks in Northeast Eurasian areas, 
through Southern China, and on the way of admixture with preexisting people originated across southern 
edge of Eurasia who linked with present-day Australo-Melanesians. The Man Bac skeletons may be key 
skeletons to support the ‘Two-Layer’ hypothesis in discussions pertaining to the population history of 
Southeast Asia. 
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１．研究開始当初の背景 

東南アジアには古くにはサフールランド
に移住した現在のオーストラリア先住民や
メラネシアの人々と同系統の集団が広く居

住し、現代東南アジア人の多くは新石器時
代以降に稲作農耕にともなって中国から南
下してきた北方アジア系集団との混血によ
り成り立っている、といういわゆる「二層
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構造」モデルが２０世紀前半に提唱されて
いた。 近では Bellwood, Glover, Higham
といった東南アジア考古学・言語学の第一
線の研究者が、中国南部からのオーストロ
アジア語族およびオーストロネシア語族の
拡散と、稲作農耕の東南アジアへの伝播を
関連付けたシナリオを描き出している。し
かしながらここ２０年来, Turner の歯の２
型分類(北東アジア人のシノドント型歯列,
東南アジア人のスンダドント型歯列の研究
に代表されるように、東南アジア人は先史
時代より遺伝的に連続しており、新石器時
代末の農耕拡散にともなう中国からの移住
民の混血は小さいという「連続説」が主流
になっており、「二層構造」は時代遅れの考
え方として否定されている。頭骨形態の研
究からも連続説を主張する研究者がほとん
どであり(例 Pietrusewsky)、二層構造を支
持する人類学研究者はほとんどいない。特
に Turner の歯の２型分類による研究は、極
めてインパクトが強く、多くの研究者がこ
ぞって追従しているのが現状である。しか
しこの２型分類は、現在は死語となりつつ
あるモンゴロイドやオーストラロイドとい
った頭蓋の類型分類を歯に置き換えただけ
のものであり、ヒトの移住混血や形態の地
理的勾配などが全く検討されていない古典
的タイポロジーにもとづくものである。ま
た「連続説」は、新石器時代後半以後の人
骨資料のみ重視しており、更新世末から完
新世初頭に東南アジアにおいて広く分布し
たホアビン文化の人骨が視野に入っていな
い。中国南部の稲作民の拡散という視点か
らみると、日本人の形成史で説明される埴
原の「二重構造モデル」が、はたして日本
列島のみに限定されるのか、といった疑問
も本研究の着想の原点である。 

 
 
２．研究の目的 
ホモサピエンスが後期更新世にアフリカ

からスンダランドに拡散して以来、東南アジ
アがどのような人類史をたどってきたのか
は、未だ明確にはなっていない大問題である。
過去半世紀の間、様々な仮説が提唱されてき
たが、現在の人類学において主流となってい
るのは、東南アジア人は後期更新世より現在
まで遺伝的に連続しているという「連続説
（地域進化説）」である。我々は、２００４
年～２００７年の発掘調査においてべトナ
ム北部のマンバック遺跡の発掘調査により、
「連続説」を根底から覆すと確信できる新石
器時代の人骨を多数発見した。本研究では、
これらの人骨と出土遺物の形態人類学、分子
人類学、考古学を総合した学際的研究を進め
ることにより、東南アジア人が２つの大きく
系譜の異なる人類集団の混血によって形成

されたとする「二層構造」モデルを再構築す
ることを目的とする 
 
 

３．研究の方法 
頭蓋・歯・四肢骨の計測・非計測データを

採取するとともに、歯からミトコンドリアＤ
ＮＡを抽出し、この遺跡に系譜の異なる集団
が混在していることを種々の統計学的分析
を用いて明らかにする。これら２つのグル－
プに年代的な違いがあるのかも年代測定に
より検討する。また人骨のコラーゲン中の安
定同位体元素の測定、齲歯などの古病理学的
所見、動物遺存体の分析により、２つの集団
に食性の違いがあるのか、あるいは稲作を開
始していたのかどうかの生業に関する情報
を得る。つぎに、中国、東南アジア、太平洋
地域の集団の形態学的、遺伝学的データを収
集し、考古学的データとも対比させながら、
マンバック遺跡の集団を中心とした先史東
南アジア人の系統関係を明らかにする。本研
究では、以上のように人骨と出土遺物の形態
人類学、分子人類学、考古学を総合した学際
的研究を実施し、近隣各地域の先史時代の遺
跡からの出土人骨や遺物とも対比させなが
ら、東南アジア人が２つの系譜の異なる人類
集団の混血によって形成されたとする「二層
構造」モデルを再構築する。 
 本研究は、これまで共に発掘をおこなって
きたベトナムとオーストラリアの研究協力
者と研究を進めた。ベトナムからはハノイの
国家考古学院の Kim Dung（考古学）、Lan Cuong
（人類学）、Kim Thuy（人類学）らの協力を
得た。オーストラリアからは Australian 
National University （ ANU ） の Peter 
Bellwood（東南アジア考古学の第一人者）、
Marc Oxenham （ 人 類 学 ）、 James Cook 
University (JCU)の Kate Domett（人類学）
と連携した。 
 
 
４．研究成果 
(1)マンバック遺跡の考古学的分析では（山形, 
Dung, Bellwood）、土器の比較と年代測定の
結果をおこなった。炭化物のAMS年代測定の結
果、この遺跡の年代は３８００年前～３６０
０年前の値が得られ、ごく限られた短い期間
に形成された墳墓遺跡であることが明らかに
なった。土器の比定から、この遺跡は近隣の
紅河デルタに展開していた稲作の証拠が明白
なフングエン文化に属することが解明された。 
 
(2)人類学的研究では（松村、百々、Cuong、
Thuy）、頭骨や歯の形態学的データをマンバ
ック遺跡の人骨と比較のためアジアの広い地
域からも採取し、その結果、アジア、オセア
ニアの7000個体54集団のデータベースの構築



にいたった。それをもとにした解析により、
完新世初頭までの東南アジア集団はメラネシ
アの人々と類縁関係が強く、両者の直接の共
通祖先であるスンダランドに居住した初期ホ
モサピエンスの系譜とみなされた。マンバッ
ク遺跡にはこうした先住集団の子孫とみられ
る人骨と、新たに中国南部から移住してきた
人骨とが混在していることが明らかになり、
この時期を境にヒトの系譜の二層構造が実在
することが確実となった。 
 
(3)サンプリングした歯からミトコンドリア
DNA の抽出にも成功し、この集団から現代の
北部ベトナム人と共通のハプロタイプが多数
含まれることから、農耕開始期には現在に繋
がる遺伝的な組成が完成していたことも示唆
された。 
 
(4)古病理学的研究では(Oxenham, Domett)マ
ンバックの人々はかなり高い頻度で齲歯を有
しており、農耕民の特徴を著実に示していた。
また先史時代では極めて希なKlippel-Feil症
候群を罹患したとみられる成人人骨も発見さ
れた。介護を要する四肢の著しい成長不全を
特徴とし、当時の扶助社会の一端をうかがわ
せる貴重な例となっている。 
 
(5)安定同位体元素による食性分析では（米
田）日本の縄文から弥生への移行と同様の変
化が示された。 
 
(6)動物考古学的分析では（澤田）、家畜化さ
れたイノシシの存在や、多種多様の陸上およ
び海産動物の同定により発展した狩猟技術が
明らかになり、この集団の生業が解明された。 
 
(7)本研究資料の中心であるマンバック遺跡
の人骨と遺物の整理と記載、各種分析は予定
どおり遂行され、平成23 年に全ての分析結果
を掲載した英文の研究報告書がキャンベラの
ANU-E Press のよる出版にいたり、研究成果
を全世界に発信することができた。製本版が
市販されているほかに、図版が低解像度のも
のになるが無料で全ページがダウンロードで
きる形式となっている。(Man Bac: The 
Excavation of a Late Neolithic Site in Northern 
Vietnam. Edited by Marc F. Oxenham, Hirofumi 
Matsumura and Nguyen Kim Dung, ANU-E press, 
Canberra (ダウンロード先：
http://epress.anu.edu.au/titles/terra-australis/ta33_
citation）。 
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